
2026 年度浄化槽衛生指導員研修会資料 

浄化槽設置整備に係る補助金と工事について 

                    令和８年７月 21 日（火） 

                    静岡県 交通基盤部 都市局 生活排水課 

１ 浄化槽国費について（別添資料１） 

市町が行う浄化槽整備事業は、「浄化槽設置整備事業（個人設置型）」と「公共 

浄化槽等整備推進事業（市町村設置型）」に区分される。 

  〇 浄化槽設置整備事業（個人設置型） 

合併処理浄化槽の設置者に対し、設置又は改築に要する費用を助成。 

※ （基本方針）交付対象基本額の１／３、国の基本額は標準設置費用の約４割 

〇 公共浄化槽等整備推進事業（市町村設置型） 

市町村が設置主体となって、区域を定めて合併処理浄化槽の整備を行う事業。 

※ 交付対象基本額の１／３、国の基本額は標準設置費用の 10割 

 

（１）環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業 

・ 単独処理浄化槽・くみ取り槽から合併処理浄化槽（環境配慮型浄化槽※に限

る）に事業計画額の５割以上転換する事業であり、国交付率が 1/3 から 1/2

に嵩上げされる。 

※ 対象となる浄化槽は（一社）浄化槽システム協会の HP にて確認できる。 

（２）単独処理浄化槽やくみ取り槽から合併処理浄化槽への転換 

・ 単独処理浄化槽及びくみ取り槽からの転換に伴い実施する宅内配管工事（流

入管・ます・放流管）について、交付対象基本額に上乗せできる（交付対象

基本額の上限：33 万円）。 

・ 既設単独処理浄化槽及びくみ取り槽の撤去についても、交付基本額に上乗せ

可能（交付対象基本額の上限：単独処理浄化槽は 15 万円、くみ取り槽は 12

万円）。 

（３）浄化槽災害復旧事業 

・ 災害に伴い必要となった浄化槽の設置等を行う者に対し、設置等に要する費

用を助成する事業（交付対象基本額：環境大臣に協議し、承認を得た額） 

 

２ 浄化槽県費について 

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に転換する者に補助する市町及び直接転換 

する市町に対し、当該補助に要する経費の一部を助成。 

・ 補助対象は、国の交付金を活用し、政令市以外の市町が行う「浄化槽設置整

備事業」または「公共浄化槽等整備推進事業」（50 人槽以下のもの） 

・ 交付対象基本額を超えて補助を行う市町には、上乗せ額の一部についても補

助を行い、転換に積極的な市町を財政的に支援している。 
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３ 補助制度に関する課題と対応 

① 課題 

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換については、良好な水環境を保全

するため一層の推進が必要であるが、転換時の設置費用の個人負担が大きい、転

換は義務ではなく努力義務であることなどから、転換への動機付けが難しい。ま

た、所有する浄化槽が単独か合併かわからない方も多く存在する。 

単独処理浄化槽所有者に向けた転換促進の普及啓発や転換に関する財政的支援

を実施しているが、県内には未だ約 25.1 万基（全国ワースト２位）の単独処理浄

化槽が残っているため、より転換基数を増加させていかなければならない。 

 

② 対応 

ア 転換に関する県・市町勉強会の開催 

・ 単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に関する勉強会を開催し、県内

外における先進事例等の横展開を検討するなど、一層の転換が進むよう市町

の支援及び意識の醸成に努めていく。  

 

イ 転換促進のための試行的な取組（別添資料２） 

（1）協会員が戸別訪問し、転換の重要性について説明 

（2）浄化槽清掃時または保守点検時にチラシを投函 

 

ウ 転換 PR リーフレットの配布 

・ 法定検査未受検者に対し受験案内を発送する際に、単独処理浄化槽所有者に

対しては転換 PR リーフレットを同封している。 
 

４ 会計実地検査について 

・ 前回は令和５年 12 月 11 日～15 日に実施された。（浄化槽関連の指摘事項

は無し） 
・ 過去の事前確認において、設置した浄化槽の基礎構造及び施工状況について

以下の事例が散見されている。 
①基礎地盤の排水・転圧不足 
②基礎採石の転圧不足、厚さ確認未実施（写真添付なし） 
③捨てコンクリートの未施工 
④基礎コンクリートの施工状況不良（シュート未使用の打設、スペーサー未 
使用の配筋） 

・ 本県では、浄化槽設置整備事業の適正な実施を確保するため、提出書類チェ

ックリスト（別添資料３）を作成し、市町において審査した補助金交付申請

書類等を県で検査する際に活用。 
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【資料１】
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単独処理浄化槽や汲み取り便槽を使用している皆様へ 

合併処理浄化槽への転換のお願い 

静 岡 県 交 通 基 盤 部 生 活 排 水 課 

沼 津 市 生 活 環 境 部 ク リ ー ン セ ン タ ー 

１ 身近な水環境を守るために 

単独処理浄化槽はトイレの排水のみをきれいにするものであり、汲み取り便槽と同様に、風呂、

台所、洗濯などの生活排水はそのまま流してしまうので、合併処理浄化槽に比べ側溝や水路に汚

れが溜まりやすく、水環境の悪化を招きます。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：環境省浄化槽サイトより） 

２ 単独処理浄化槽と合併処理浄化槽の処理能力の違い 

 単独処理浄化槽は、合併処理浄化槽と比較して、８倍もの汚れを河川などに流しています。 

（汲み取り便槽は約７倍） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：環境省発行小冊子「浄化槽による地域の水環境改善の取組み」） 

３ 単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に転換するための補助制度 

   沼津市では、合併処理浄化槽への転換に対して、助成制度が設けられています。 

 

 

 

※ 転換費用総額は、必ず見積りを取って確認して下さい。（別紙浄化槽施工業者参考依頼先参照） 

 

 

1 人が１日に出す 

約 40g 

汚れの量 

合併処理浄化槽  

単独処理浄化槽  

4g 

32g  

汲み取り便槽  27g  

＜合併処理浄化槽と単独処理浄化槽の処理能力のイメージ＞ 
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４ 適正な維持管理及びその依頼先 

  浄化槽法では浄化槽(単独、合併)の清掃・保守点検・法定検査が義務付けられています。 

内  容 回数（年） 依 頼（委 託）先 

清掃 （法第10条） １回以上 
沼津市環境整備事業協同組合 

「055-939-5601」へご連絡ください。 

保守点検 （法第10条） ３回以上 

静岡県の登録を受けた保守点検業者 

 

      登録業者一覧掲載先  →      

 

 

法定検査 

（法第 7 条：設置後検査） 

（法第11条：定期検査） 

１回 

静岡県生活科学検査センター 

法定検査手数料 － 第 ７ 条：11,500 円 

（5～10 人槽の場合） 第11条：5,800 円 

 

法定検査依頼方法 →      

 

５ お問合せ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 担  当 電話番号 

補助制度・維持管理 

に関すること 
沼 津 市 生 活 環 境 部 ク リ ー ン セ ン タ ー 055-933-0711 

チラシに関すること 静 岡 県 交 通 基 盤 部 生 活 排 水 課 054-221-3067 

「静岡県浄化槽保守点検業者登録一覧」で検索！ 

または、 

または、 

「静岡県生活科学検査センター法定検査依頼」で検索！ 
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○○事業　※市町の補助事業名を記載　提出書類チェックリスト（案）　市町名：　　　　　　　　申請者名：

１　補助金交付申請書 申請日：　　　　　　年　　　月　　　日

ポイント 申請者 市町

(1) 住所、氏名が設置届又は建築確認済証と一致し、押印※されているか
　※押印省略様式の場合、押印省略可

□ □
『浄化槽設置届書』による申請　　※健福センター等受理日：　　　　　年　　月　　日
　※静岡県事務処理の特例に関する条例第２条別表第１、28の２市町欄に記載がある市町は、市町受
付日

設置届受理日から10日以上経過しているか □ □

『建築確認済証』及び『し尿浄化槽の概要書』による申請 （設置届によらない浄化槽設置の場合のみ） □ □

(2) 申請額は市町補助限度額以内になっているか　【補助金額　　　　　　　　　　　　　円】 □ □

(3) 浄化槽の設置場所が設置届又は建築確認済証の写しと一致しているか □ □

(4) 浄化槽の種類、構造（形式）及び人槽が設置届又はし尿浄化槽の概要書の写しと 沈殿分離嫌気ろ床好気循環　・　嫌気分離接触ろ床

一致しているか　【形式：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規模：　　　　　人槽】　 担体流動ろ過循環　・　他（　　　　　　　　　　　　　　　）

(5) 施工業者が設置届又はし尿浄化槽の概要書の写しと一致しているか □ □

(6) 放流先が設置届又はし尿浄化槽の概要書の写しと一致しているか 放流先との占用手続きが必要な場合もある □ □

(7) 着工予定年月日：　　　　　　年　　　月　　　日 着工から完了までが短すぎる場合は注意が必要 □ □

完了予定年月日：　　　　　　年　　　月　　　日 □ □

(8) 補助金交付申請書に不備等が無いか。
未記載が無いか。修正がある場合、適正な修正か
（修正液による修正、字体が異なる修正などが無いか） □ □

(9) 浄化槽登録証の写しの添付　※11人槽以上は省略 有効期限が切れていないか □ □

(10) 登録浄化槽管理票（Ｃ票）　【使用人数　　　　人】　※11人槽以上は省略 日付、使用人数が記載されているか □ □

(11) 保証登録証（市町村用）　※市町によっては必須ではない　　※11人槽以上は省略 □ □

(12) 保証登録証及びＣ票が設置届、建築確認済証及びし尿浄化槽の概要書と一致しているか □ □

(13) 浄化槽の設置場所案内図、平面図、配置図、配管図等は添付されているか □ □

(14) 浄化槽設置工事の見積書の写し又は工事請負契約書の写しは添付されているか 申請者あてか、日付は記載されているか □ □

(15) 浄化槽法定検査依頼書の写しが添付されているか　※実績報告書提出時でも可 7条・11条同時申込書か、生科検押印済の依頼書か
　※押印省略様式の場合、押印省略可 □ □

(16) 既存の汚水処理未普及解消や災害復旧対応に資するものであるか 国交付金を用いる場合、国の各要件を満たすか □ □

２　変更・中止・廃止承認申請書　※変更等が無ければ該当無し 申請日：　　　　　　年　　　月　　　日

ポイント 申請者 市町

(1) 住所、氏名、印が申請者と同じか
　※押印省略様式の場合、押印省略可

（変更等理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ □

項目

項目

□ □
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３　実績報告書　　 報告日：　　　　　　年　　　月　　　日

ポイント 申請者 市町

(1) 住所、氏名、印が補助金交付申請者と一致しているか　※転居後は住所＝設置場所か
※押印省略様式の場合、押印省略可

未記載が無いか。修正がある場合、適正な修正か
（修正液による修正、字体が異なる修正などが無いか） □ □

(2) 浄化槽の設置場所、種類、構造(形式)、人槽が補助金交付申請書と一致しているか 一致してない場合は、変更申請が必要 □ □

(3) 着工年月日：　　　　　　年　　　月　　　日 着工から完了までが短すぎる場合は注意が必要 □ □

完了年月日：　　　　　　年　　　月　　　日 □ □

(4) 浄化槽法定検査依頼書の写しが添付されているか　※補助金交付申請書提出時でも可 7条・11条同時申込書か、生科検押印済の依頼書か
※押印省略様式の場合、押印省略可

□ □

(5) 設置工事の確認検査表等の添付 （内容の不備等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 浄化槽設備士が記載しているか □ □

(6)
既製コンクリート盤を使用する場合は、浄化槽メーカーの施工要領書が遵守されていることを確認できる
資料の添付

浄化槽メーカーの施工要領書等に適合していることが材料承認等
により確認できるか □ □

(7) 設置工事の工程写真の添付　 　　（内容の不備等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ □

① 着手前写真（看板に浄化槽工事業者登録票、浄化槽設備士名及び施工場所等を記載）
左記の必要事項が明記されているか、浄化槽設備士が実地に監督
していることが確認できるか □ □

② 掘削完了写真（土留め状況、はしご等の設置状況）
スケール等により幅や深さが確認できるか、浄化槽設備士が実地に
監督していることが確認できるか □ □

③ 栗石、捨てコンクリート及び基礎コンクリート写真（配筋、厚み、寸法（縦×横）） スケール等により配筋、厚み、寸法が確認できるか □ □

④ 【既製コンクリート盤を使用する場合】材料承認等と同じ製品が設置されているか確認できる写真
スケール等により厚み、寸法等が確認できるか、製品名等が確認で
きるか □ □

⑤ 【支柱設置がある場合のみ】支柱の設置状況写真 支柱（配筋、フープ筋等）の設置状況が確認できるか □ □

⑥ 浄化槽の形式表示、水準器による浄化槽の水平が確認できる写真
水準器により水平が確認できるか、浄化槽設備士が実地に監督し
ていることが確認できるか □ □

⑦ 浄化槽の水張り状況が確認できる写真 水張り状況やホースが写っているか □ □

⑧ 水締め等により埋戻しを行っている写真 十分な締固めが確認できるか □ □

⑨ かさ上げが30cm以内か確認できる写真（30cmを超える場合は、ピットの設置写真） スケール等により高さが確認できるか □ □

⑩ 上部スラブの寸法、配筋状況及び厚さが確認できる写真 スケール等により厚み、寸法が確認できるか □ □

⑪ 浄化槽上部、ブロア及び周囲の状況から工事完了が確認できる写真 着手前写真と比較できる撮影が望ましい □ □

⑫ 【単独→合併付替えのみ】単独処理浄化槽の撤去前後の状況写真 着手前写真と比較できる撮影が望ましい □ □

⑬ 【単独→合併付替えのみ】宅内配管工事費補助を行う場合、配管状況写真（起点～終点） 着手前写真と比較できる撮影が望ましい □ □

(8) 保守点検業務委託契約書の写しの添付 保守点検業者は県登録業者か □ □

(9) 清掃業務委託契約書の写しの添付 清掃業者は市町許可業者か □ □

(10) 浄化槽設置工事請求書等の写しの添付（最終的な浄化槽本体の設置費用） 申請者あてか、日付は記載されているか □ □

(11) 【単独→合併付替えのみ】単独処理浄化槽の廃止届の写しの添付 補助金交付申請書提出時でも可 □ □

４　請求書　　　　　　　　　提出日：　　　　　　年　　　月　　　日 支払日：　　　　　　年　　　月　　　日

ポイント 申請者 市町

(1) 請求者住所、氏名、印及び請求金額が実績報告書と一致しているか
　※押印省略様式の場合、押印省略可

修正液による修正、字体が異なる修正などが無いか □ □

項目

項目
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